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企
業
活
動
の
グ
ロ
ー
バ
ル
展
開
や
合
併・

買
収
に
よ
る
経
営
統
合
な
ど
、
事
業
リ
ス

ク
の
複
雑
化
に
伴
い
、Ｅ
Ｒ
Ｍ
の
全
社
的
リ

ス
ク
管
理
を
実
現
す
る
た
め
の
統
合
的
な

リ
ス
ク
管
理
手
法
で
あ
る「
Ｇ
Ｒ
Ｃ
」が
実

現
支
援
ツ
ー
ル
の
機
能
向
上
に
伴
い
、
欧

米
の
先
進
企
業
で
急
速
に
取
り
組
み
が
進

ん
で
い
る
。
本
稿
で
は
そ
の
要
点
を
ご
紹

介
し
た
い
。

Ｇ
Ｒ
Ｃ
と
は

「
Ｇ
Ｒ
Ｃ
」と
は
、
端
的
に
い
え
ば
、
企
業

を
取
り
巻
く
事
業
リ
ス
ク
の
管
理
を
さ
ま

ざ
ま
な
所
管
部
署
間
で
統
合
し
て
、
全
社

的
に
リ
ス
ク
管
理
の
実
効
性
を
高
め
よ
う

と
す
る
概
念
で
あ
る
。「
Ｇ
」「
Ｒ
」「
Ｃ
」そ

れ
ぞ
れ
の
意
味
は
次
の
と
お
り
で
あ
る

Ｇ
：
ガ
バ
ナ
ン
ス

い
わ
ゆ
る「
企
業
統
治
」よ
り
も
広
い
概

念
で
、グ
ル
ー
プ
ガ
バ
ナ
ン
ス
を
意
味
し
、

法
令
や
グ
ル
ー
プ
方
針・社
内
ル
ー
ル
を
徹

底
さ
せ
る
態
勢
を
意
味
す
る
。

Ｒ
：
リ
ス
ク

企
業
グ
ル
ー
プ
内
の
各
組
織
、業
務・プ

ロ
セ
ス
に
お
い
て
、実
際
の
事
業
活
動
で
直

面
し
て
い
る
リ
ス
ク
を
、
統
制
活
動
を
加

え
る
こ
と
に
よ
っ
て
残
存
リ
ス
ク
の
レ
ベ
ル

を
許
容
限
度
ま
で
低
減
す
る
活
動
の
こ
と

で
あ
る
。

Ｃ
：
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス

法
令
遵
守
と
い
う
よ
り
は
、
リ
ス
ク
低

減
の
た
め
の
現
場
の
統
制
活
動
が
、グ
ル
ー

プ
全
体
の
所
定
の
基
準
、
方
法
に
遵
守
し

て
実
施
さ
れ
て
い
る
か
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ

を
指
す
。
こ
れ
に
は
、
内
部
監
査
や
Ｓ
Ｏ

Ｘ
テ
ス
ト
と
い
っ
た
独
立
的
モ
ニ
タ
リ
ン
グ

に
加
え
て
、
各
リ
ス
ク
所
管
部
署
が
実
施

す
る
訪
問
指
導
や
ヒ
ア
リ
ン
グ
、
浸
透
度

調
査
、
各
現
場
が
実
施
す
る
リ
ス
ク
統
制

活
動
の
自
己
評
価
で
あ
る
Ｃ
Ｓ
Ａ（
コ
ン
ト

ロ
ー
ル・セ
ル
フ・ア
セ
ス
メ
ン
ト
）、自
主
点

検
、
さ
ら
に
は
事
務
事
故
報
告
、
内
部
通

報
、
苦
情
処
理
と
い
っ
た
リ
ス
ク
に
直
結

す
る
予
兆
情
報
の
収
集
活
動
も
含
む
。

こ
う
し
た「
Ｇ
」「
Ｒ
」「
Ｃ
」の
三
つ
の
取

り
組
み
を
統
合
的
に
実
施
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
企
業
グ
ル
ー
プ
全
体
で
方
針
と

実
際
の
リ
ス
ク
管
理
活
動
、
そ
し
て
そ
れ

を
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
す
る
活
動
を
一
気
通
貫

で
行
い
、
リ
ス
ク
管
理
の
実
効
性
を
高
め

る
こ
と
が
可
能
に
な
る
。

統
合
管
理
す
べ
き
事
業
リ
ス
ク
は
、
不

正・
不
祥
事
リ
ス
ク
、
シ
ス
テ
ム・
情
報
セ

キ
ュ
リ
テ
ィ
リ
ス
ク
、
資
産
リ
ス
ク
、ベ
ン

ダ
ー
リ
ス
ク
、業
務
継
続
リ
ス
ク
な
ど
、広

範
に
亘
る
が
、
リ
ス
ク
を
事
業
計
画
の
達

成
阻
害
要
因
と
み
れ
ば
、
こ
れ
ら
の
リ
ス

ク
は
経
営
課
題
そ
の
も
の
と
言
え
る
。

Ｇ
Ｒ
Ｃ
が
必
要
に
な
っ
て
き
た
背
景

各
企
業
は
グ
ロ
ー
バ
ル
な
事
業
展
開
や

世
界
経
済
の
フ
ラ
ッ
ト
化
を
背
景
に
、
多

様
化・複
雑
化
す
る
リ
ス
ク
に
さ
ら
さ
れ
る

と
と
も
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
規
制
対
応
に
も

直
面
し
て
い
る
。
さ
ら
に
合
併・買
収
な
ど

の
経
営
統
合
、
取
扱
商
品
の
拡
大
や
新
規

事
業
展
開
に
伴
う
業
務
の
複
雑
化
な
ど
に

よ
っ
て
、事
業
リ
ス
ク
の
把
握
は
次
第
に
困

難
に
な
っ
て
い
る
。
先
進
企
業
で
は
、経
営

課
題
解
決
の
観
点
か
ら
こ
う
し
た
事
業
リ

ス
ク
管
理
の
効
果
を
あ
げ
る
た
め
、
複
数

の
部
署
や
階
層
に
専
門
分
化
さ
れ
た
リ
ス

ク
管
理
業
務
を
、
全
社
的
に
統
合
化
、
最

適
化
す
る
取
り
組
み
を
進
め
て
お
り
、
具

体
的
に
は
次
の
よ
う
な
ニ
ー
ズ
を
満
た
す

必
要
が
高
ま
っ
て
い
る
。

①�

全
社
的
に
重
要
な
事
業
リ
ス
ク
を
絞
り

込
み
、一
元
的
な
管
理
を
実
施
し
た
い
。

②�

グ
ロ
ー
バ
ル
化
す
る
事
業
活
動
に
対
し

て
、
各
国
、
各
地
域
で
の
法
規
制
を
網

羅
的
に
把
握
し
遵
守
さ
せ
る
仕
組
み
を

整
備
し
た
い
。

③�

合
併
買
収
先
や
経
営
統
合
先
、
新
規
事

業
体
の
業
務
内
容
や
シ
ス
テ
ム
を
可
視

化・標
準
化
し
、事
業
リ
ス
ク
を
明
確
化

し
た
い
。

④�

リ
ス
ク
管
理
の
所
管
部
署
ご
と
に
異
な

る
評
価
基
準
や
評
価
、モ
ニ
タ
リ
ン
グ
、
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報
告
の
方
法
を
標
準
化・
精
緻
化
す
る

と
と
も
に
、
現
場
の
負
担
感
を
軽
減
し

た
い
。

⑤�

リ
ス
ク
所
管
部
署
の
指
導
の
下
で
、
現

場
部
門
が
Ｃ
Ｓ
Ａ（
統
制
自
己
評
価
）を

行
い
、
日
常
業
務
で
直
面
す
る
重
要
な

事
業
リ
ス
ク
を
現
場
の
実
情
に
即
し
て

管
理
し
、
現
場
部
門
が
主
体
的
に
リ
ス

ク
を
統
制
す
る
体
制
を
定
着
さ
せ
た

い
。

⑥�

内
部
監
査
を
属
人
的
な
ノ
ウ
ハ
ウ
に
依

存
し
た
も
の
で
は
な
く
、
リ
ス
ク
所
管

部
署
と
連
携
し
て
現
場
レ
ベ
ル
で
の
リ

ス
ク
管
理
活
動
を
独
立
的
に
モ
ニ
タ
リ

ン
グ
す
る
組
織
的
な
機
能
の
あ
る
も
の

に
し
た
い
。

⑦�

監
査
で
指
摘
し
た
事
項
の
フ
ォ
ロ
ー

ア
ッ
プ
を
リ
ス
ク
管
理
活
動
の
Ｐ
Ｄ
Ｃ

Ａ
サ
イ
ク
ル
の
中
で
確
実
に
行
え
る
仕

組
み
や
分
析
で
き
る
環
境
を
構
築
し

て
、監
査
の
高
度
化
を
推
進
し
た
い
。

Ｇ
Ｒ
Ｃ
は
、こ
の
よ
う
な
ニ
ー
ズ
に
対
し

て
、Ｓ
Ｏ
Ｘ
な
ど
で
導
入
し
た
既
存
の
業

務
フ
ロ
ー
や
Ｉ
Ｔ
ツ
ー
ル
な
ど
を
活
用
し

な
が
ら
、
リ
ス
ク
関
連
情
報
の
共
有
と
リ

ス
ク
統
制
業
務
の
連
携
を
促
進
す
る
こ
と

で
、
課
題
解
決
を
図
ろ
う
と
す
る
も
の
で

あ
る
。

Ｇ
Ｒ
Ｃ
に
よ
る
統
合
化
ア
プ
ロ
ー
チ
と 

ツ
ー
ル
の
活
用

Ｇ
Ｒ
Ｃ
に
よ
る
統
合
化
の
ア
プ
ロ
ー
チ

と
Ｇ
Ｒ
Ｃ
ツ
ー
ル
の
活
用
方
法
と
し
て
は
、

以
下
の
三
つ
が
あ
る
。

１�

．ト
ッ
プ
ダ
ウ
ン
の			




全
社
的
リ
ス
ク
管
理
態
勢
構
築

リ
ス
ク
所
管
部
署
ご
と
の
リ
ス
ク
管
理

活
動
に
対
し
、Ｇ
Ｒ
Ｃ
ツ
ー
ル
を
活
用
し

て
グ
ル
ー
プ
全
体
で
関
連
情
報
の
共
有
化

や
管
理
構
造
の
共
通
化
を
図
る
こ
と
で
一

元
的
管
理
を
実
現
し
、
経
営
に
よ
る
ガ
バ

ナ
ン
ス
態
勢
の
構
築
を
図
る
。

２�

．業
務
運
営
上
の
リ
ス
ク
管
理
と		



業
務
効
率
化

Ｓ
Ｏ
Ｘ
な
ど
で
導
入
し
た
財
務
報
告
に

係
る
フ
レ
ー
ム
ワ
ー
ク
や
Ｉ
Ｔ
ツ
ー
ル
を
、

財
務
報
告
以
外
の
業
務
運
営
上
の
リ
ス
ク

管
理
に
も
有
効
活
用
す
る
こ
と
で
、
効
率

的
な
業
務
の
可
視
化・標
準
化
を
図
る
。

３�

．内
部
監
査
の
業
務
効
率
化
と
高
度
化

Ｇ
Ｒ
Ｃ
の「
Ｃ
」を
担
う
部
署
と
し
て
、

現
場
や
リ
ス
ク
所
管
部
署
の
リ
ス
ク
統
制

活
動
を
独
立
的
に
モ
ニ
タ
リ
ン
グ・支
援
す

る
立
場
と
し
て
の
内
部
監
査
部
門
の
重
要

性
が
高
ま
っ
て
い
る
。
Ｇ
Ｒ
Ｃ
ツ
ー
ル
の

導
入
に
よ
っ
て
、
被
監
査
対
象
部
署
や
業

務
ご
と
の
リ
ス
ク
評
価
や
指
摘
事
項
の

フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
等
を
精
緻
か
つ
効
率
的

に
行
う
枠
組
み
を
構
築
し
、
経
営
管
理
を

支
援
す
る
高
度
な
内
部
監
査
態
勢
の
整
備

を
図
る
。

現
在
で
は
さ
ま
ざ
ま
な
Ｇ
Ｒ
Ｃ
ツ
ー
ル

が
開
発
、提
供
さ
れ
て
い
る
が
、各
ツ
ー
ル

の
開
発
コ
ン
セ
プ
ト
に
よ
っ
て
、管
理
対
象

リ
ス
ク
や
対
象
業
務
、デ
ー
タ
構
造
の
違

い
が
あ
り
、前
記
の
三
つ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
の

ど
れ
に
重
点
を
置
く
か
で
組
み
合
わ
せ
て

活
用
し
、
機
能
の
強
味
を
最
大
限
に
引
き

出
す
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
Ｇ
Ｒ
Ｃ
の
導

入
に
際
し
て
は
、ま
ず
グ
ル
ー
プ
内
で
ど
の

部
署
が
リ
ス
ク
管
理
に
関
す
る
組
織
横
断

的
な
権
限
責
任
を
負
う
か
と
い
う
、ガ
バ

ナ
ン
ス
の
所
在
を
明
確
に
す
る
こ
と
が
欠

か
せ
な
い
。
そ
の
う
え
で
、
自
社
の
置
か

れ
て
い
る
リ
ス
ク
環
境
や
、企
業
方
針
、経

営
課
題
な
ど
に
照
ら
し
て
最
適
な
ア
プ

ロ
ー
チ
手
法
と
そ
れ
に
適
合
し
た
Ｇ
Ｒ
Ｃ

ツ
ー
ル
を
選
定
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

図2●業務プロセスを一貫化する統合基盤としての企業システム例
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●GRC実現事例：統制活動の有効度情報を予兆段階から統合管理
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